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午前１０時０１分開会 

大島委員長 

 おはようございます。 

 ただいまから、教育委員会第33回定例会を開会いたします。 

 本日の会議録署名委員は、山田委員にお願いいたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程表のとおりです。 

 本日の出席状況ですが、教育長が病気療養のため、本日10月９日の定例会から10月30日

の定例会まで、欠席の届けが出ています。このため、平成21年10月５日から平成21年11月

３日まで、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第20条第２項及び平成21年４月１日

教育委員会告示第３号に基づき、教育委員会事務局次長が教育長の職務代理をすることに

なりました。 

 では、教育長職務代理者から一言ごあいさつをお願いします。 

教育長職務代理 

 10月５日付で教育長職務代理者に就任をいたしました。教育長のかわりということで、

全力を尽くしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

大島委員長 

 それでは、日程に入ります。 

＜日程第１＞ 

大島委員長 

 日程第１、「中野区教育委員会教育長職務代理者の議席の決定について」を上程いたし

ます。 

 委員の議席については、中野区教育委員会会議規則第４条の規定により、委員長が指名

することになっています。教育長の職務代理期間中、教育長職務代理者は教育長の議席に

座っていただきます。 

 以上で議決案件の審査は終了しました。 

＜委員長、委員、教育長職務代理者報告事項＞ 

大島委員長 

 それでは、委員長、委員、教育長職務代理者報告です。 

 では、まず私からですが、９月30日の水曜日、国立競技場におきまして中野区中学校総

合体育大会陸上競技大会が開催されまして、私も出席してまいりました。出席といいまし
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ても競技をするわけではございませんが、開会式でごあいさつなどさせていただきました。 

 当日は朝からかなり激しい雤で、これは開会できるのかどうかと私も危ぶみながら一応

会場に行ったんですけれども、予定どおりに行いました。だんだん雤足は弱まってきまし

て、ただ、開会式のときはグラウンドに生徒が普通ですと整列してという隊形でやるんで

すけれども、この日は生徒たちはスタンドの雤のかからないところにいて、私たち教師側

のほうはグラウンドにテントを設営しまして、お話をするときだけテントから出て皆さん

の顔を見ながらというような、ちょっとイレギュラーな形での開会式でしたが、10時ぐら

いに競技を始めるころには、雤はまだ降っていましたけれどもだんだん弱まりつつあると

いうようなことで、コンディションも余りよくはなかったと思いますけれども、皆さん、

その中でも一生懸命に各種目、競技をしていらっしゃいました。 

 それから、10月１日ですけれども、学校法人中野学園、明大中野の中学、高等学校です

けれども、この学校法人中野学園の創立80周年の記念式典というのが京王プラザホテルで

行われましたので、私も出席させていただきました。 

 大変立派な会場で、出席者の来賓の方、620名以上いらしていたということで、会場い

っぱいにたくさんいらしていて、壇上にもいろいろ学校に縁の深い功労者の先生とかが並

んでいらっしゃいまして、いろいろ中野学園の歴史が、聞いている私にもわかったという

ことなんですけれども、戦後、全部校舎が全焼してしまって、ゼロからもう一度学校を復

興させたという、その苦労話なども伺ったり、それから20年前には八王子のほうにも校舎

をつくられて、今、共学の学校になっていると、そういうような学校の歴史をいろいろ伺

ってまいりました。 

 私の報告は以上です。 

 飛鳥馬委員、お願いいたします。 

飛鳥馬委員 

 ご報告はございません。 

大島委員長 

 では、高木委員お願いいたします。 

高木委員 

 私は９月29日の火曜日、経済同友会の教育問題委員会に出席しました。 

 当日の討議事項は、中央教育審議会のキャリア教育・職業教育特別部会の答申、今後の

学校におけるキャリア教育・職業教育のあり方についてというものに関して、文部科学省
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から産業界に対して、その審議経過に対しての意見を求められて、経済同友会としては教

育問題委員会でこれを討議するということで、私も委員の一人なので出席したところでご

ざいます。 

 今回の審議経過報告ですけれども、幾つかポイントがありまして、高校、大学等の中退

者や卒業後のフリーター増加が大きな社会問題であるとか、義務教育から高等教育に至る

までキャリア教育の視点が必要であるとか、あとキャリア教育イコール職業教育ではない

と。キャリア教育は、今回の答申では一人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさ

わしいキャリアを形成していくために必要な知識、技能、態度をはぐくむ教育ということ

で、単なる知識、技能の教授に終始しないようキャリア教育の視点で職業教育が行われる

べきという定義があります。また、小中学校で体系を踏まえたキャリア教育、職業教育を

進めるべき、こういった今回の報告がありますが、これに関して経済同友会としてはおお

むね適切であろうということで回答する予定ですが、ただ、新聞報道にもありますように

政権がかわりまして、そもそも中教審が今後、文教政策にどういう影響を与えるのかとい

う問題があるので、この答申が先々どうなるかわかりませんが、ただ、中野区教育委員会

としても大きな国の流れをやはり先取りで踏まえながら計画を立てていかないと、実際に

これが答申で決まってから動くのだとやっぱり後手後手に回りますので、そういったとこ

ろのウオッチが今後必要だなと思ったところでございます。 

 それから、９月30日は、江古田小学校に行きました。江古田小学校から、中国出身の男

子児童に対する通訳ボランティアの依頼がありまして、同じ上海出身の外国人学生がいま

したので、それを連れてボランティアのマッチングということで訪問して、２時間ぐらい

私も一緒に様子を見ました。この児童は、転入が決まったのは夏休み前なんですが、後期

から転入ということで、授業を２日間ぐらい受けたら、いきなり常葉の移動教室に５、６、

７と行って、かなりハードだったかなと。 

 ただ、夏休みに国際交流協会の日本語講座に参加して、常葉にもそこからボランティア

というか依頼で同行してくれた方がいたので非常によかったと。特に最初に転入で来たと

きには、全然日本語が通じないので、校長先生も担任の先生もどうしようかと思ったとい

うことなんですが、実際その国際交流協会さんの夏休みのやつで、かなりコミュニケーシ

ョンができるようになってほっとしたということです。ただ、予算に限りがあって、来れ

る期間も制限されるので、私ども国際短大は留学生が国際なので、１割ぐらいおりますの

で、そこから女の子で、今、毎週水曜日の３、４時限目に行って、ボランティアでコミュ
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ニケーションをとって、午後は彼女はうちの授業を受けています。 

 私もちょっと見ていたんですが、かなりクラスともなじんでいたんですけれども、例え

ばドッジボールの授業のときに、私も昔うちの留学生がドッジボールのルールがわからな

いというのを我々がわからなくて、思わず顔面でボールを受けて後で青くなっていったと

いうのがあるので、「ルールわかる」と聞いたら「わかる」と言ったので見ていたんです

けれども、ボールに当たってそのまま相手の内野陣コートに入っていったので、これはや

っぱり子どもなりのプライドもあるし、余りわからないと言わないんだなというのをちょ

っと実感したところでございます。 

 こういった子どもがやはりふえていますので、私の子どもが行っている丸山小学校でも

やはり学年に１人はいる形なので、今後ますます国際化が進んでふえてくると思います。

現状、中野区は人口30万人で、約１万人弱外国人登録がありますので、こういったことに

関しての施策は非常に重要ですし、これからも国際交流協会さんと連携して進めていく必

要があるなということを実感したところでございます。 

 あと、10月４日の日曜日は、私が担当するボランティア実習の授業で、国際短大の学生

11人と、第１いずみ教室のボランティア活動に従事しました。午前中はクラブ活動、午後

は学級活動ということで、なかなか学生たちも、秋のスポーツフェスティバルは割と荷物

を出したり片づけたりということで、学級生とのかかわりも浅いところだったんですが、

いずみ教室になりますと、スタッフの方のお手伝いでかなり本格的なボランティアになっ

たので、結構戸惑いもあり、またやりがいもあったところでございます。ちょっと感じた

のは、蚊が多い。変な話なんですけれども、去年はそんなことなかったんですが、四中さ

ん、蚊がいっぱいいて、調理を一緒にやっている間、大分学生が刺されたんです。雑草を

刈る予算がつけられていないのかなということで、こういうところもちょっとケアしてあ

げたいなと思ったところです。 

 私からは以上でございます。 

大島委員長 

 では、山田委員、お願いいたします。 

山田委員 

 私は９月25日ですけれども、谷戸小学校が28日から常葉の移動教室に出かけるというこ

とで、移動教室前の健診が行われました。すべての小中学校では、移動教室が行われる前

日に学校医が健康チェックといいますか、健康相談をするということが行われております。
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ただ、ことしはやはりインフルエンザの騒ぎがございましたので、慎重が上にも慎重でや

ったところなんですけれども、25日の時点では有症状者は余りいなかった。ケアした人た

ちも参加できることを確認したんですが、実は28日から谷戸小学校は現地に向かったわけ

でございますけれども、その道すがら１人発症したんです。常葉まではバスですと、４時

間半ぐらいかかりますし、バスの台数もことしは３台と１台減っていましたので、要はぎ

ゅうぎゅう詰めの状態で常葉まで行ったということがありまして、心配していたんですけ

れども、実は翌日、翌々日と１人ぐらいずつ発症がありまして、帰ってからその学年、２

学年でございますけれども、ブレークいたしまして、現在５、６年生はきのうまで学年閉

鎖ということになりました。 

 ですから、一つには移動教室前の健診をやるんですけれども、土日を挟んでしまった場

合の土日の場合での健康チェックがなかなか厳しいものがあるということが一つ。 

 それから、やはり移動教室という特殊な条件下のもとで、バスという密室の状態、換気

の悪いような状態、それから現地での生活、そういうところでは今後も十分注意しなけれ

ばいけないのかなという注意点であります。 

 そうこうしていましたら、その日の午後でしたか、ほかのクラスでやはりインフルエン

ザが出ているということで、そのクラスは学級閉鎖をしたんですけれども、それはある授

業でコンピューターの授業をやったそうなんですが、コンピューター室で肌と肌をすり合

うぐらいに一生懸命、調べて見ながらやっていたというのが災いしまして、８人ぐらい急

に発症してしまったんです。コンピュータールームというのは比較的、ファンが回ります

けれども、あれはモーターを冷ます意味ですけれども、空気をぐるぐる回しているだけで

すよね。換気が悪いような状況でありますと、やはりインフルエンザという菌は感染しや

すいということですから、こういったことを学校教育担当にはお伝えをして、今後、そう

いった授業形態は尐し注意されたほうがいいのかなということですけれども、そういった

ことで、私の学校医として谷戸小学校で７年目になるんですけれども、初めての学級閉鎖、

学年閉鎖になりました。 

 その後、見ておりましたが、その週ですか、各学校、特に北中野中学校は学校閉鎖とい

うことになりました。一時期、シルバーウイークが終わった後で、尐しインフルエンザ、

多尐落ちついたかなと思ったんですが、やはりそうはいかないということで、今週は各学

校ともかなり学級閉鎖とか学年閉鎖が続いていたかと思いますけれども、きょうで一応、

前期の終業を迎えますので、秋休みを経てどうなるかなということですけれども、尐し落
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ちついてくれればなと思っています。 

 ということで、そういったことがありました。ですから、注意深く健診をしたんですけ

れども、残念ながらそういう結果でございました。 

 26、27日は札幌で日本ワクチン学会がございました。ワクチン学会といいますのは、も

ちろんワクチンに関係しているドクター、それからワクチンを開発しているメーカーなど

が一堂に会しての学会であります。年に１回集会を持ちますけれども、やはり今話題にな

っております新型インフルエンザのワクチンの動向などのことがトピックスで出てまいり

ました。 

 この間もお話ししましたように、なかなか日本は輸入ワクチンに対してハードルが高い

国ではあるんですけれども、今回の新型インフルエンザワクチンにつきましては、超法規

的といいますか、国民のニーズにこたえるために早くに承認申請をいたしまして、たしか

きのう、おとといですか、海外メーカーと契約をして約5,000万人分でしたか、が輸入さ

れることが急遽決まったわけで、今まで輸入ワクチンがこんなに早く認可されることはご

ざいません。ただ、国内産と違ってつくり方が、いわゆる有精卵、卵を使った製法ではな

くてほかの方法を使っているということと、効果を高めるためにアジュバンドというもの

を入れていますので、効果はかえっていいのかもしれませんが、副作用がどうなるかとい

うことが心配になっていて、今たしか治験が始まっていて、そろそろその結果が出て、そ

の結果を見て、世に出回るのが多分12月か１月ぐらいではないかなというふうに言われて

おります。 

 なお、ワクチンの開発は、やはり日本は一生懸命頑張っている面がありまして、今のト

ピックスは経鼻ワクチンです、鼻から入れるワクチンというのを開発しているメーカーが

多いです。難しいことを言うと、免疫の話で分泌型のＩｇＡを入れるほうが、ワクチンと

してはいい効果が出るんじゃないかということで、点鼻のワクチンの開発を進めていまし

て、もしこれが世に出れば痛いこともなくということで非常にいいことではないかなと思

うんですけれども、そういった開発の経過などの演題が出ておりました。もっともっとい

ろいろな研究が進んで、皆様方に有益な、それから効果のあるワクチン、副作用の尐ない

ワクチンが世に出ることを願っているわけであります。 

 ９月29日は、同じく谷戸小学校で学校保健委員会という委員会がございます。学校保健

委員会というのは、大体年に２回から３回、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、それから

校長先生、副校長先生、それから保健主事、養護の先生、ＰＴＡ、場合によっては児童も



－８－ 

入るという委員会であります。 

 この日は朝から学校での保健に関する学校内での設備点検とかありまして、その後、多

くの保護者の方たちが一緒に給食を食べて、午後からは足の健康、足つぼマッサージを踏

まえた健康ということで、この日はＰＴＡの皆さん、保護者の皆さん方が50名近く集まっ

てそういった会に参加しておりまして、やはり地域の中で顔が見える保護者の連携という

のが学校にとっては非常に大きな力でありますし、そういった方々が一緒に健康というこ

とをテーマに一堂に会したいい会を行ったなという感想を持っております。 

 それから、10月２日でございますが、中野区のインフルエンザの対策会議が拡大されま

して、保健所を中心として区内の病院、医師会、薬剤師会、歯科医師会が集まっての合同

会議が開かれました。 

 話し合いましたことは２点ございまして、一つは新型インフルエンザが本当に流行期に

なったときに中野区の医療体制をどうしようかという話が一点であります。実際には、９

月26日の時点で、東京都のインフルエンザの状況、新型でいいと思うんですが、新型イン

フルエンザの状況は定点当たり10ポイントを超えたということで、これは注意報が発令さ

れております、東京都内全域に。実は、沖縄が大ブレークをしたんですけれども、これが

10から30ポイントに上がるまでに２週間しかなかったんです。２週間しかなくて、もし30

ポイント以上になれば、これは注意報から警報になるんです。まだその一歩手前でありま

す。もし30ポイントを超えた場合には、沖縄がそうであったように病院機能が麻痺してし

まうんです。１日に外来に押しかける患者様が200名を超えますと、到底やれないという

ことになります。どのようにしようかということが一つの論点でございました。 

 今、考えられていますのは、例えば休日の当番医などは現在中野区は６カ所なんですけ

れども、これを２カ所ふやしたらどうかということで、会員に対してその協力要請をしよ

うと。それから、小児に対しては、中野区は中野総合病院を利用して、365日、夕方だけ

ですね、夜７時から10時までの準夜間の小児科の救急診療をやっていますけれども、この

ドクターは１名体制でございますが、これを２名体制にしようという働きかけ。それから、

病院に対しては、重症化した場合の患者様の受け入れはどのぐらい可能なのかということ

の非公式な打診をして、ある程度ベッドの数を確認してございます。 

 ただ、心配なのは小児科の領域でございまして、中野区内には小児科の重症用のベッド

はございません。東京都の試算でも、もし沖縄と同じようにパンデミック、国民の30％以

上が罹患した場合には、東京都の持っている小児病床では足りないことがわかっているん
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ですという事態です。ということで、国のほうも東京都のほうも、中学生以下で比較的軽

症で、例えば体力がないとか脱水を起こしているぐらいの入院であれば一般の内科で受け

てほしいということを要請して、中野区でもそういう要請をしてございます。本当に重症

の人は、しかるべき２次的な高次の病院に行かなければいけないんですけれども、そうで

はなく比較的軽症だけれども、ちょっと外来ではつらいよという人たちは入院せざるを得

ないので、そういったベッドはぜひ、中学生ぐらいですともう体力もある程度、体格もあ

りますので、内科の先生のベッドを借りてほしいというようなことの要請をして、各病院

からも了承しています。 

 ２点目は、新型インフルエンザワクチンについて、どのような供給体制を整えるか、ま

さしく本当はきょうが出荷をする日だったそうでございます。恐らく国からは、各都道府

県にワクチンが卸されるというふうに聞いておりますけれども、いろいろニュースソース

で言われていますように、今回のワクチンについては重症化を防ぐという視点が大切であ

りまして、重症化しやすい人たちから順次打っていくということでございます。第一優先

的に、我々医療従事者というふうになっておりますけれども、医療従事者といえども全員

ではなくて、インフルエンザをよく診ている先生方、要するにインフルエンザにかかりや

すいドクターから優先していきましょうということでありますので、残念ながら、例えば

歯科の先生とかはそれから除外されてしまうんです。ということで、そういった優先順位

をつけるということで、いよいよ、どのような診療所、病院で打てるようになるかという

リストアップを、きょうあすじゅうにはしなければいけないような事態になってきている

かと思います。 

 新聞で、新型インフルエンザのワクチンのニュースが流れた瞬間に多くの診療所には電

話が殺到しておりまして、それだけで事務はかなり疲労しております。予約をしたいんで

すけれどもいつから打てるんですか。私は対象ですか。この電話が一日十数件かかってま

いります。そういった意味では、非常に医療機関としては今苦しいところでありますし、

実は10月１日から季節型インフルエンザのワクチンが始まっているんです。季節型のワク

チンと新型のワクチンは別物でございまして、おのおの別に打たなければいけない事態も

あると思うんですけれども、そのことから説明しなければいけない。一方で我々ドクター

は、日常の診療に追われていますので、なかなか対応できないというようなことが現場で

起きておりますので、ぜひ重症化を防ぐという視点で皆様方ご了解いただきまして、今し

ばらくは尐し、いろいろなニュースが流れますが、落ちついた判断をしていただければと
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思っております。 

 私からは以上でございます。 

大島委員長 

 では、教育長職務代理者、お願いいたします。 

教育長職務代理 

 ご承知のように、現在第３回定例会が開かれております。９月29日から10月２日までの

４日間、総括質疑、それに引き続いて10月５日から７日まで、文教分科会が開かれており

ます。総括質疑では、公明党の小林議員、共産党の長沢議員、それから民主クラブ、佐伯

議員、公明、南かつひこ議員、共産党、山口かおり議員、公明の平山議員、それから、共

産党、せきと議員、公明、やながわ議員、自民の北原議員、無所属の佐藤ひろこ議員、近

藤さえこ議員、無所属ですけれども、大勢の方から教育委員会に関するご質問を受けてお

ります。 

 時間の関係もありますので、主なものをご紹介させていただきますと、公明の小林議員

からは、障害者のための録音図書の貸し出しについてということで、今、情報機器を活用

したさまざまなサービスといいますか媒体が提供されていまして、ＣＤによるデイジー録

音図書というのがあるんだそうで、そういうものですとか、携帯用デジタルオーディオプ

レイヤー、商品名でいうとｉ－Ｐｏｄとか、それからＳＤカードの貸し出しをしてはどう

かということで、これにつきましては後ほどご協議いただきます図書館の新しいあり方の

中でも、障害者や高齢者に対するサービス拡充ということですので、経費的なことを考え

ながら、安価で提供できるというものもあるようですので、ぜひ検討していきたいという

ようなことをご答弁しております。 

 それから、共産党の長沢議員には、子どもの貧困ということで、私費負担の軽減であり

ますとか、それから就学援助の費目の拡大というようなことのご要望をいただいておりま

す。財政状況もありますので、慎重に検討していきたいと思っています。 

 それから、佐伯議員からは、スポーツ振興ということで、地域スポーツクラブの詳細な

具体的な運営についてのご質問と、今、再編等でスポーツ、学校開放の授業がなかなか拡

大できないというか縮小気味にありますので、そうしたことの改善のご要望をいただきま

した。これについては真摯に受けとめて検討せざるを得ないというふうに考えております。 

 それから、南議員からは、シックスクールといいますか、揮発性の有機化合物の対策等

のご質問とか、防火シャッターの改善についていただいておりますので、これについても
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できる限りの改善はしていきたいということです。 

 それから、平山議員から、学校薬剤師が検査をすることになっています環境衛生検査に

ついて、きちんと状況を教育委員会として把握して対策を立てろということで、今まで学

校でご報告を受けるものもありましたので、なかなか教育委員会で状況を把握できなかっ

た状況もありますので、これについてはきちんと教育委員会でも把握していきたいという

ふうに考えています。 

 それから、連携教育ということで、一貫校をぜひ設置しろと。施設一体型の一貫校を設

置しろということで、これについては今後検討ということでした。 

 それから、やながわ議員と佐藤ひろこ議員と近藤さえこ議員からは、特別支援教育につ

いて主に校内委員会ですとか、コーディネーターの役割の強化というようなことでご質問

いただいております。これについても、役割を明確にした上で設置をしているわけですけ

れども、その充実や支援について教育委員会としても努力をしていきたいというふうに考

えております。 

 主なものです。 

 それから、文教分科会でも、詳細に決算の説明の中でご質問いただきました。やながわ

議員、山口議員、それからのづ議員と、これ民主クラブです。それから自民党の篠議員か

ら地域連携授業ということで、学校支援ボランティアの予算がなかなか執行率が低かった

ものですから、学校で今いろいろな形で取り組まれているものをもっと支援したらどうか

というような同様のご質問をいろいろいただいておりまして、これについても今後教育委

員会として十分、地域の実情ですとか学校の実情を受けとめて検討していきたいというふ

うに考えておりますというお答えをしております。 

 それから、やながわ議員からは、がん教育ということで、副読本などを用意してはどう

かというようなご質問でしたが、既存のリーフレットがたくさん出ているようですので、

そうしたものの検討をしていきたいというご回答をしております。 

 それから、自民党の吉原議員と南議員、山口議員、やながわ議員から、いじめの問題と

か不登校の問題というようなことで、心の教育相談員などの充実の方向で検討してほしい

というようなご質問をいただいています。 

 それから、やながわ議員からは、臨海学園の遠泳について、学校でいろいろ工夫して、

教員の今、なかなか確保といいますか、体制がとれないというような状況をもうご承知の

上でのご質問でしたけれども、全員の強制は難しいんではないかということとか、やるん
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であれば位置づけを明確にして、再度検討してはどうかというようなご質問をいただいて

います。それから、南議員とのづ議員、やながわ議員からは、職場体験について大切な取

り組みであるので、学校で非常に努力をしてもなかなか協力が得にくいというような状況

もご承知の上で、教育委員会としても支援をというようなご質問をいただいております。 

 区議会関係はそういうことでした。 

 それから、現在、９月の末から、ウエリントンから中野区のほうにお子さん、毎年相互

に交流しているものですけれども、ウエリントン中野友好教育交流ということでおいでに

なっているんですけれども、10月12日に帰国をするということで、10月７日の日にお別れ

会を区役所の中でやりまして、教育長の代理で出席してまいりました。 

 子どもさん27人と大人６人でおいでになっておりまして、国際交流協会が主催なんです

けれども、ボランティアの方も大勢参加していただいていましたし、ホストファミリーも

大勢参加をしていました。お別れ会は、相互の別れの言葉で懇談ということでしたけれど

も、中野区では四中と八中と緑野中学、北中野中学の４校で受け入れをしておりましたが、

先ほど山田委員からも話がありましたように、インフルエンザで学級閉鎖になったり、最

後は北中野中学校が学校閉鎖になってしまったということで、国際交流協会が引き受け先

を見つけたり代替のメニューを組んだりということで、相当ホストファミリー側にも混乱

を招いたり、大変な対応で、これもいい教訓になったというようなことを言っていました。

それから、この事業については25年目でして、この交流をして経験をしたお子さんが、日

本人のお子さんというかもう大人ですけれども、現地のウエリントンのほうで働いたり、

あるいはこれに参加したニュージーランドの方が日本に来て働いたり仕事をしたりという

ことで、当日おいでになっていたのが東亜学園で日本語の教師をしているニュージーラン

ドの女性の先生とか、ご紹介がありましたのはニュージーランドの日本の大使館で働いて

いる方がおられたりとかいうことで、25年の経験の中で友好の輪がどんどん広がっている

なということを痛感いたしました。 

 以上です。 

大島委員長 

 では、今のそれぞれの委員からの報告につきまして質問、ご発言ございますでしょうか。 

 どうぞ、飛鳥馬委員。 

飛鳥馬委員 

 鼻から入れるワクチンというのをこの前テレビで見ていまして、アメリカではそれをや
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っているんですね、大人も。それは、先ほどの話では日本で開発しているという話でしょ

うか。 

山田委員 

 日本のメーカーとか研究者がそういった開発をして、どのぐらい有効率があるのか、そ

こが一番大切ですよね。ワクチンですから、有効率と副作用がどうかということを今検証

している。なかなか吸収に問題があるみたいなんです、今のところ。 

飛鳥馬委員 

 アメリカやっていましたね。 

山田委員 

 ただ、あれはまだ治験段階だと思うんですよね。要するに、霧に含ませるという中で、

それが技術なんですけれども、それが果たして体内できちんと抗体というものの要するに

防御反応に結びつくかというところが課題だということで、あと、どのような内容のもの

が一番いいのかということです。すべて何でもかでもウイルスを封じ込めるために、その

もの、要するに抗原というものがどういったものがいいのかということの研究が、今まさ

しく熾烈をきわめている。これは多分、国家レベルでの競争かもしれません、実は。 

大島委員長 

 ほかにはございませんか。 

 私から、高木委員のご報告で、江古田小、お子さんの通訳ボランティアというお話もご

ざいました。私、先生の大学の学生さんが、外国語を教えたりすることにもいろいろ援助

してくださっているというお話ですけれども、本当に今外国のお子さん、中野区でもふえ

ているし、何とか日本の学校での授業についていけるようにという、そこまでの支援を本

当にしなければいけないと私も前から思っていたところなんですけれども、この問題は多

分、この後で協議をする内容になってくるかなと思うので、ちょっと感想だけ、今申させ

ていただきましたけれども。 

 ほかにございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、ほかにないようでしたら、事務局報告に移ります。 

＜事務局報告事項＞ 

大島委員長 

 事務局から報告事項はありますでしょうか。どうぞ学校教育担当。 

副参事（学校教育担当） 
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 口頭ですが、先ほど委員のご報告にもありましたとおり、新型インフルエンザの件で休

校がありました。10月５日に区立の小中学校としては初めての学校閉鎖、休校が北中野中

学でございました。10月５日の２校時終了後から、きょうですね、10月９日まで学校閉鎖

でございます。なお、あしたからいわゆる秋休みということで、引き続き休みに入りまし

て、秋休み明けに１日早いんですが、北中野中では13日に登校ということになってござい

ます。 

 ちなみに本日の朝現在の臨時休業は、小学校が新井、北原、武蔵台の３校、中学校が二

中、九中、北中野の３校、計６校ということになってございます。 

 以上、報告でございます。 

大島委員長 

 今の件につきましては、よろしいでしょうか。 

 どうぞ、飛鳥馬委員。 

飛鳥馬委員 

 二中の例なんですが、二中の１年Ｃ組、これは10月の２日から５日まで一回学級閉鎖し

ているんですけれども、引き続いてまた同じ１年Ｃ組ですけれども、６日から９日と、同

じクラスで延長のような形で出てきていますけれども、これは子どもたちが休んでいるに

もかかわらず、休んでいる間に家庭で感染していったという、詳しいことはわからないだ

ろうと思うんですけれども、これ延長してというのはどんな状況なんでしょうか。 

大島委員長 

 どうぞ学校教育担当。 

副参事（学校教育担当） 

 学級閉鎖で子どもたちは登校しないんですが、自宅で静養というんでしょうか、自宅に

いるということ。毎日、学校側としては熱が出た者がいないのかどうかということを、子

どもたちの健康状態を、保護者の方から学校に伝えていただいたり、学校から連絡をした

りで確認していただいて、その中でいわゆるインフルエンザ様疾患がふえてきているとい

うことなので、それで延長しようという、そういう判断で延長させていただいております。 

山田委員 

 追加いたしますが、新型のインフルエンザの潜伏期というのが、大体１日から７日とい

われているんです。従来の季節型は大体２日から３日なんです。一応、新型は１日から１

週間ぐらいだろうということであるんですけれども、学級閉鎖の目安としては、中央値が
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大体３日から４日なものですから、大体３日から４日をめどに一たん学級閉鎖をしましょ

う、動向を見て、それでも潜伏期が１週間ありますので、その後で発症した場合には延長

せざるを得ないということだと思うんです。 

 例えば、先ほどお話しした谷戸小なんかの例も、28日に移動教室に行っているんです。

帰ってきたのは30日ですけれども、多くの子どもの発症は４日、５日なんです。ちょっと

３日、４日でもうちょっとおくれて発症している子が結構いまして、実は５日の日の朝の

動向で校長先生からお電話いただいたときに、クラスの、例えばあるクラスは37名中十何

名が休んでいるというような状況があって、というようなことで思い切って学年閉鎖に踏

み切っているんですけれども、どうも潜伏期が尐し長いような状況です。ですから、その

辺を状況見るのが非常に大変だったと思っております。 

 本当は１週間休めればいいんでしょうけれども、なかなかいろいろ学校側の事情もあり

ますし、教育課程上の問題もありますので、最初は土日を挟んで４日ぐらいで様子を見れ

れば一番いいんでしょうけれども、ということで多分、二中もそういった判断をされたん

ではないかなと思っております。 

 ただ、学級閉鎖とか学校閉鎖とかしていただいているので、地域的にこれ以上の流行が

来ていないという一つの抑止力にはなっているような気がいたします。 

大島委員長 

 では、よろしいでしょうか。 

 それでは協議事項に移ります。 

＜協議事項＞ 

大島委員長 

 まず、協議事項の１番目「教育ビジョン（第２次）の検討について」協議を進めます。 

 では、説明をお願いいたします。 

参事（教育経営担当） 

 それでは、教育ビジョン（第２次）の検討につきまして、ご協議をいただきたいと思い

ます。本日のご協議につきましては、目標Ⅲです。教育委員会として最も重要な課題とい

うことになりますけれども、学力の向上に関しての協議でございます。 

 それでは、３ページの「現状と課題」をお開きいただきたいと思います。 

 まず「確かな学力の育成」ということでございます。 

 中野区といたしましては、学習指導要領に示されてございます基礎的・基本的な内容を
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すべての児童・生徒に定着させるということを第一に考えてございます。そのため、発達

段階において生じる学習上のつまずきが生じないようにカリキュラムを編成し、指導の充

実を図るということと、個に応じた指導、支援を充実させるための取り組みを実施してご

ざいます。また、基礎的・基本的な内容の定着が図られ、さらに特定の教科に対する学習

意欲が高い児童・生徒に関しましては、より発展的な探究活動ですとか学習成果の発表の

場を設定いたしまして、一人一人のよさや可能性を大きく伸ばせるような取り組みが必要

であるという認識でございます。 

 「学力の現状と課題」ということでございますけれども、本区におきましては国・都の

学力に関する調査のほかに、区独自の学力にかかわる調査を実施してございます。５年間

の継続的な調査の実施、またその分析を通して、児童・生徒の学習内容の定着状況ですと

か課題が明らかになってきているというふうに認識をしてございます。 

 ５年間の調査結果を見ますと、通過率が70％を超える、これはおおむね満足できる状況

にあるということでございますけれども、その項目数の割合が平成17年度45.2％から平成

21年度60.7％に増加しているというところを見ますと、全体的には本区の児童・生徒の学

力は向上してきているというふうに分析をしてございます。 

 また、それぞれの教科ごとに課題が見えてございます。算数、数学につきましては、抽

象的な思考力の育成が挙げられます。小学校６学年におきまして、すべての観点での通過

率が70％を下回っているというようなこと、これは、小学校５学年の学習内容が定着して

いないことを示してございます。そういったことで、これらを解決するためには、今後、

小中９年間を通した一貫したカリキュラム等の検討を行う必要があるというふうに考えて

ございます。 

 また、社会、理科でございます。中学校第２学年ですべての観点において通過率が70％

を下回っているということでございますが、これは中学校第１学年の学習内容の定着が不

十分であるという結果でございます。中学校進学に伴いまして、学習内容の増加ですとか、

学習形態・方法の変化などのさまざまな要因が考えられますが、小学校から中学校への接

続を円滑にしていくことを、方策を検討していくという必要がございます。 

 ページをめくっていただきまして「取組みの現状と今後の方向性」ということでござい

ます。各学校につきましては、この区の学力調査結果などを踏まえまして、授業改善プラ

ンを作成し、授業活動の工夫を図るなど、学力向上に向けた取り組みを行ってございます。

また、尐人数指導ですとか習熟度別指導を実施いたしまして、この改善に取り組んでいる



－１７－ 

ところでございます。 

 今後に向けましては、授業改善プランについては一定の効果を上げているというふうに

認識をしてございますが、現在では各学校内での取り組みに限定をされてございます。こ

れを広げまして、各学校間での総合評価を取り入れるなど、発展させていく必要があると、

また、教育マイスターの積極的な活動ですとか、さらには区全体としてどの学校でも、だ

れでも指導する基準として、仮称ですが、中野区ミニマムスタンダードの策定なども検討

していかなければいけないというふうに認識をしてございます。 

 また、抽象的な思考力の育成におきましては、読む力や書く力といったすべての学力の

基本となるコミュニケーション能力の向上を図る必要がございまして、読書活動の推進を

図っていきたいというふうに考えてございます。中学校進学時の段差を尐しでも緩やかに

するということから、今後、小中の連携教育や一貫教育について検討を具体化していく必

要があるということでございます。 

 ５ページでございます。そうした、習得した基礎知識、技能を活用した生きた学力を養

うということで、理数教育を充実するということや、コンクールですとかディベートなど

の発展学習を取り込んでいくなどの取り組みも必要でございます。学力向上のためには、

児童・生徒の学習意欲の向上が不可欠でございまして、将来への目的を持たせることが必

要ということで、職場体験を含めたキャリア教育などの多様な学び場を設けていく必要が

あるというふうに考えてございます。 

 続きまして「特別支援教育の推進」ということでございます。児童・生徒数の減尐にも

かかわらず、特別支援学級に在籍・通級している児童・生徒数は増加してきているという

現状がございます。インクルージョンを推進するとともに、障害に応じた教育の場の確保

も求められてございます。特に情緒障害につきましては、今後も需要が増加するため、通

級しやすい場所への増設が必要であるという認識でございます。 

 巡回相談ですとか、特別支援教育の研修の実施ですとか、全小中学校に設置されていま

す校内委員会での特別支援教育コーディネーターを中心に、支援が必要な児童・生徒の実

態把握ですとか、支援策の検討を行うということで、教員の特別支援教育への理解は進ん

できているということでございますが、担任だけでは十分な支援を行えない状況もござい

ます。このため、児童・生徒一人一人に応じた指導を行うために、特別支援学級を核とし

て巡回指導を行うということで、人的配置も含めて、通常の学級に在籍しながら適切な指

導や支援を受けることができるようなシステムを構築していきたいというふうに考えてご
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ざいます。 

 また、関係機関との連携ということで、幼児期からの状況を把握して、学校卒業まで見

通した支援計画を作成するということで、社会的に自立に向けた一貫した支援体制を整え

るということも必要だということでございます。特別支援学級の子どもと通常学級の子ど

もたちが学校行事などを一緒に行いながら、同じ教育の場でともに学ぶ機会を設けてござ

います。また、都立の特別支援学校に在籍する子どもが居住する地域に副次的な籍を持ち、

交流を行ってございます。さらに、また、ノーマライゼーションを推進していくために、

交流内容の充実を図っていきたいというふうに考えてございます。 

 それから、先ほども高木委員の報告にもありましたが「日本語指導が必要な児童・生徒

への支援の充実」ということでございます。海外からの編入などによりまして、区立学校

に在籍する日本語指導が必要な児童・生徒数が増加してきてございます。本区におきまし

ては、教育センターにおける日本語適応教室を毎週土曜日に開催するということとともに、

学校への通訳者の派遣を実施し、日本語指導ですとか学校への適応の支援を行ってござい

ます。また、第三中学校を帰国生徒受け入れ重点校ということで指定いたしまして、日本

語指導が必要な帰国生徒への支援を充実してございます。特に、近年では日本語指導が必

要な外国人の児童・生徒の滞在が長期になっているということで、進路指導における支援

等も必要になってきているということでございます。日本語指導教室の設置など、通訳者

派遣にとどまらない継続的な日本語指導について、国際交流協会等々の連携をしながら充

実を図っていく必要があるということでございます。 

 ６ページには、日本語指導が必要な児童・生徒数の推移等をが掲げてございますので、

ごらんいただければというふうに思います。 

 説明は以上でございます。 

大島委員長 

 それでは、この件に関しましてご質問、ご発言、ご意見等ございますでしょうか。 

 きょうのテーマはいわば一番、教育委員会としても中心的に取り組んでいくべきテーマ

でございますので、非常に重いテーマだと思いますが。 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 一番、その大もとのところなんですが、これからの時代に必要な学力の定義のところで、

多分これ学校教育法第30条第２項のところを引用していると思うんですけれども、ここの
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ところの条文というのは、小学校における教育において留意すべき点という形で学教法で

定義されているところなので、直接的に学力を定義している部分ではないと思うんです。 

 また、学教法の定義というのは自明なことなので、そこから中野区としてどういう学力

を目指すのかというところがなくて、いきなり「これらの学力をはぐくみ」というのは、

やっぱり工夫がない、ちょっと厳しいことを言うと工夫がないと思うんです。 

 例えば、ここのところでは、学教法の規定で、しかも全文引用じゃなくて、最初の「生

涯にわたり学習する基盤が培われるよう」という部分も除いてしまっていますので、ここ

のところは私としては、例えば「学習指導要領では」と入っていますから、確かな学力の

ほうがもうちょっと、中位の概念なので、確かな学力を身につける、例えば知識や技能は

もちろん、これに加えて学ぶ意欲や自分で課題を見つけ、みずから学び、主体的に判断し

行動し、よりよく問題解決する能力まで含めたものを身につけさせるんです。ここが学習

指導要領で言っているところですよね。 

 多分、中野区としては、知識の技能、基礎・基本という部分と、あと発展的なところで

問題解決能力、課題発見能力、今文科省で言っているところの習得と活用の両方を身につ

けさせますよというような位置づけをして、その上でやっていきますよみたいな形にして

いかないと、ちょっとその一番大もとの学教法のところで地域と家庭と連携してといって

も難しいのかなと。ややもすると、そういったところの学教法で規定しているところを地

域や家庭にやらせるんですかみたいな話、あるいはそんな大きなところを地域と家庭とど

う連携していくのかというところにつながっていかないと思うので、ここは一つ、もう尐

しここはこなれたようなところの表現、間違っているところではなくて、大きな国の目標

に対して、やっぱりそこを何かもうちょっとそしゃくしたもので展開していくのが必要な

んじゃないのかなと思うところです。 

 確かな学力というようなところは、例えば教育委員会の話の中で、あるいは区長との懇

談の中でも出てきているところなので、そこのほうが私はいいのかなと思っているところ

でございます。 

 あと、ついでに言うと、下のところで、自分の将来に夢や目標を持たせるために職場体

験などのキャリア教育も大切になりますとあるんですが、先ほどちょっと言いましたけれ

ども、職場体験はキャリア教育ではないというのが日本キャリア教育学会の見解なんです。

職業教育とキャリア教育はノットイコールですので、例えば車椅子体験が福祉教育じゃな

いというのも同じことだと思うんです。確かに、そのきっかけにはなりますけれどもその
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ものではないので、こういう書き方をしてしまうと、職場体験をやればキャリア教育がで

きたというふうに認識してしまうので、それはちょっと違うので、無理にここでキャリア

教育という単語を入れていくのは私はかえって誤解が生じるので、抜くかもしくは、今回、

ちょうど中教審の答申もありますので、もうちょっときちっとキャリア教育というものを

位置づけていって、生涯にわたって基盤を身につける意味でのキャリア教育をやるのか、

もしくは抜くのか、ちょっと基盤的なところでそういった考えがあるんですが。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 これからの時代に必要な学力、それから学習意欲の向上の部分の趣旨は委員がおっしゃ

るとおりでございますので、ちょっと文章表現を工夫しなければいけないなというふうに

思っています。確かに職場体験がキャリア教育ということではなくて、キャリア教育の一

環として職場体験が行われているということでありますので、どうしても学校ですと、こ

こがキャリア教育の目になるようなところがあるので出してしまいますが、ご趣旨はその

とおりでございます。 

大島委員長 

 ほかにございますでしょうか。 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 ちょっと質問もあるんですが、２ページのところで「行政・学校では」のところで、下

から３つ目の丸「「読む力や書く力」や理解する力を育むとともに、言葉によらない豊か

な表現の仕方やそれを理解する力を養い、相手を思いやる心など、対人関係を築くための

コミュニケーション能力を培う」とあるんですが、この場合の「言葉によらない豊かな表

現」というのは具体的にはどういうことなのか。 

 私が考えるのは２種類あって、どっちなのか。一つは、例えば絵画や音楽などの芸術的

なところで心を豊かにするという意味と、あともう一つは、いわゆるノンバーバルコミュ

ニケーションがあると思うんです。ただ、それを理解する力を養いとあるんですが、やっ

ぱり今国際的に求められている力というのは、リーディングリテラシーですとか、ちゃん

ときちっと言語で表現して、それを例えばあるいは逆にプレゼンテーションできるように

しましょうねということで、いわゆる日本的な、情緒的に相手の気持ちを感じて、みんな
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一緒で空気読めというのじゃないんですよという方向に行っているような気がするんです。 

 相手の気持ちを思いやるということはすごく大切なんですが、学力という点だとそうじ

ゃないような気が私はするので、相手を思いやる心は必要ですけれども、読む力、今、日

本のその国語教育やそのほかの教育でいわゆる読む力、書く力をはぐくむためには、むし

ろ言語によるコミュニケーション、相手の言ったことをきちっと理解して、きちっと自分

のことを、例えば同じ文化的背景を持っていない人にも伝えるためには必要だと思うので、

ここは、もしノンバーバルコミュニケーションであれば、分けて書いたほうがいいのかな

と思うんですが。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 委員がおっしゃるように、言葉によらない豊かな表現の仕方というのは、２つあると、

まさにそのとおりでございまして、１つは芸術のこと、それから、メインはやはり今おっ

しゃっていたノンバーバルコミュニケーションのほうだと思っています。 

 確かに、流れはすべて言葉で言語活動の充実ということはもう出ておりますので、そう

いうことなんですけれども、逆に言語が、いわゆるバーバルのほうが大事であるからこそ、

ノンバーバルのほうもしっかりとやらなければいけないという意味も込めているわけです

ので、ここに表現上並べてしまうことで、どっちかがぼけてしまうというのは確かにあり

ますので、そこは工夫をしなければいけないなと思います。 

大島委員長 

 どうぞ、飛鳥馬委員。 

飛鳥馬委員 

 今のに関連してですが、日本の子育てというか人間教育というか、人間関係というか、

非常に伝統的にこういうものがあったんだろうと思うんです。今、それがなくなってしま

っている。だから人の気持ちがわからない、そういうふうに解釈していいのかどうか。 

 かなり、わかりやすい言葉で言うと、以心伝心というふうにありますよね。だから、空

気読むというのがありましたけれども、今。そういう歴史を背負って、日本はずっと子育

てをしてきているんだと思うんです。それが近代社会に至って、民主化されて、そうじゃ

ないんだよと、主張すべきことは主張するんだよと、そういうふうに変わってきているん

だろうと思うんです。その関連をどうするのかです。 
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 この大切さはわかります。やっぱり、人の気持ちを理解するとか、言われなくてもとか、

そういうことは非常によくわかって感動することはあるけれども、教育の流れからして、

それがどういうふうにかみ合うのかかみ合わないのか、どういうふうに位置づけるのかと

いう、非常に難しいところだと私は思っているんです、やっぱりここ。この言葉を入れて

しまうと、言葉によらない表現と、非常にきつい言い方ですから。 

 ドラマを活用して、大学でやっている教授がいるんです。私、知っているんだけれども、

演劇は非常に役立つんです、授業の中で。学生にもやらせると。それは、今一番新しい方

向かなと思うんですけれども、外国でもやっているんですけれども、そういうのだとわか

るんですけれども、これがちょっとわかりにくい。高木委員と同じです。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 確かにそのノンバーバルとバーバルの、どこで切るかということはあると思うんですが、

同じことを音声言語でお話しをするにしても、そのとき、ただ耳で聞いただけのものと、

その人の顔を見ながら、どんな言い方をしているのかということが、まさにそのノンバー

バルの部分だと思うので、切れないところが学校教育の中にかなりあるんだと思うんです。

ただ、やはり音声言語だけではなくて、そのときの言い方だとか、そのときの顔色だとか

動作だとか動きだとか、そういう部分も全部ひっくるめたコミュニケーションが大事だと

いうことを理解していくことが今大事なんじゃないのかなというふうに思います。 

飛鳥馬委員 

 私も十分理解しているのですが、ではこれを小中学校でやっていただくとしたとき、や

っぱり何かやった結果というか、評価みたいなものが伴うのかどうか、非常に評価しづら

いんだよね。意欲、態度、そういうのと同じで、だから、向上したよ、わかったよみたい

な、どういうふうに、あの学校は盛んにこれをやっていて、子どもはよくなるのかもしれ

ないんだけれども、その辺との関連もあるので、どうしていくのかなと。ただ、ぼーっと

思っているだけなので、私、専門に勉強したことがないのでこういうことはわからないん

ですけれども、そういうことをちょっと疑問に思うという感じですね。 

大島委員長 

 どうぞ、山田委員。 

山田委員 
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 今、飛鳥馬委員がおっしゃったことはとても大切で、医療の現場で例えば倒れた人がい

るときに、見て、聞いて、感じてというんですね。見る、どういう状態か。聞くというの

は、まさしくそれは心臓を聞くんですけれども、それはすべてに通じるかなと、今ふと思

ったんです。見る、それから人の話を聞く、それからいろいろなことを感じる。こういう

ことは、いろいろな成長の過程で養われていかなければいかないのかなと思います。 

 それから、僕の谷戸小学校の授業の取り組みの中で、例えば嫌なことをされたときにど

うしようかというテーマで、ＴＴでやったことがあるんですけれども、嫌なことをされた

ときの表情を読み取るとか、本当に嫌なことをされたんだという表情を読み取って、あと

は言語力と表現、顔の表情、そういうことで相手に伝えるというような授業を展開したこ

とがある。そういったことを多分先生はおっしゃっているんだろうと思うので、それをど

のように書き込むかだと思うんですけれども、本来であれば日本はもともと家族という家

長的な生活の中で掲題されていたものが、いつの時代か尐し乖離してきていますよね。そ

ういったことがまさしく今行われていて、すべてが何でも、一つのマニュアルみたくなっ

ていないといけなかったりする。それは一つのやり方ですけれども、そうでないことを感

じ取ってほしいというのを教育現場でどのように培っていくかということだと思うんです。

やっぱり、見て、聞いて、感じてとかいうことがわかるような子どもたちになってもらい

たいということを先生おっしゃっているんじゃないかなと、今感じました。 

飛鳥馬委員 

 指導室長、よろしいですか。 

 そういう、例えば現場の、学校現場から先生方からとか、やっぱりこういう子どもを育

てたいんだ、こういう力がないんだという意見とか、あるいはほかのどこかで取り組んで

いるとかという例とか、そういう意味で入れたというのがあるんでしょうか。ちょっとそ

ういう事例みたいなのがあったらお知らせいただきたいと。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 ５ページのところにも、今後ということでお書きしておりますけれども、具体的に実践

も始まっています。ここでは理数教育を充実するためにコンクールやディベートなどのと

いうのがありますが、意見の発表会とか、コンクールとかディベートのような形で話をた

だ伝えるだけじゃなくて、それを聞いてまた話していくという、相手との本当のコミュニ
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ケーションをしっかりやるという場面は、今かなり重要視されているんだと思います。た

だ、授業の中でなかなか、こういう時間がとれていないというのが実際のところだと思い

ますけれども、こういう場をつくっていくことが大事なんじゃないかなと思います。 

大島委員長 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 関連をするところで、例えば４ページのところの下から２行目のところでも、「抽象的

な思考力の育成には「読む力」や「書く力」といった、すべての学力の基本となるコミュ

ニケーション能力等の向上を図る必要があり、読書活動等の推進を図っていく」とあるん

です。この場合の、読む力、書く力というのが、例えば今までの旧来の日本の言っていた

読む力、書く力じゃなくて、むしろリーディングリテラシーに近い部分だと思うんです。

そういったものが果たして読書活動で養えるのか。 

 従来の日本の国語教育ですと、一生懸命、主人公の気持ちになって考えてみましょうと

いうことですよね、極論してしまうと。ディスコミュニケーションがあったときに、気持

ちが読めなかったほうに問題があるのか、それとも、ちゃんと相手に気持ちを言語活動等

で伝えなかったことに問題があるのか。もちろん両方に問題があるんでしょうけれども、

それをやはり教育としてはきちっと言語、音声言語でも、文字言語でもいいんですが、そ

こを伝えていくということのほうが、ウエートとして多分大きいはずですし、簡単と言っ

ては何ですけれども、ノンバーバル難しいですよね。 

 だから、ここの言葉によらない豊かな表現の仕方というのは、もちろん否定するもので

はないんですけれども、やっぱり、現行のは言語によるコミュニケーションとさらっと来

ていますけれども、ここで一つ、中野区の教育としては、そういった読む力、書く力がど

ういうことなので、それをこういうふうに展開するというのを、もうちょっと先出しでは

っきりしていって、プラス、でもそれだけじゃなくて相手の気持ちを思いやることも必要

だよねという展開だとすっと入っていくかなという気が私はします。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 ここで書いている抽象的な思考力の育成というところですけれども、子どもたち、ある

程度の年、何歳ぐらいなのかわかりませんけれども、思考を言語でするようになるわけで
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すので、そういう意味での思考の道具としての言語力を鍛えていくということが必要だと

思っています。やっぱり、頭の中で、言葉で考えていますので、その言葉をふやしていく

ということが抽象的な思考にもつながる。そういう意味では、読書活動等で想像力を働か

せながら読んでいくというところが、こういうところにつながってくるのかなと思って、

どうしても読む、書くというと、実際に文字のほうの読む、書くになってしまいますけれ

ども、実は頭の中で文字というか言葉がめぐっているわけで、それを鍛えていくことが思

考力につながっていくということだと思っています。 

 そういう意味では、語彙をふやすということがとても大事なことで、金田一さんが前に

おっしゃっていましたけれども、語彙数をふやすことは、デジカメの画素数をふやすこと

なんだと。語彙が尐ないと、どうしても見たものがあらあらにしかとれないけれども、語

彙が多いともっと細かく鮮明に物事を見たり考えたりすることができるという話がござい

まして、そういうことなのかなというふうに思っています。 

 現場で、そこをやっていくということを、やっぱり教員が意識しないといけないですし、

考える前に書くとか、何かそういうちょっとした作業をやっていくことで鍛えられるのか

なと思います。 

大島委員長 

 飛鳥馬委員、どうぞ。 

飛鳥馬委員 

 私ばかりしゃべって悪い。ほかのことでよろしいですか。 

 ４ページの下に黒丸が「取組みの現状と今後の方向性」のところの、黒丸の３つ目のと

ころでしょうか。「授業改善プランは一定の効果をあげてはいるものの」というところで

す。このところに、その次の行「教育マイスターの積極的活用や、さらには区全体として、

どの学校でも、だれでも指導する基準として、「（仮称）中野区ミニマムスタンダード」

の策定も検討していく」ということですが、これはどんなふうに考えたらいいのかなと思

うのですが、つまり、今中野区では体力向上ではミニマムスタンダードでやっております

が、これを体育以外の教科でやるというふうに思っていらっしゃるのかどうか。どの程度

のものかというのがやっぱり重要なのかなと思うんですけれども、教える内容から方法ま

で細かく考えていくのかどうか。 

 というのは、ここのところは非常に大事なこと、余り区でつくってしまって、先生方こ

れでやってくださいと、先生方の指導する意欲がどうなのかなという気がするんです、形
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だけですと。 

 そして、もうちょっと大きい欲張った形で申し上げると、やはり教育も長年いろいろな

人がいろいろなことを工夫しながら発展してきていると思うんです。例えば、私が思い出

す昔やっていたのだと算数は水道方式とか、今流に言えば百ます計算とか、あるいは社会

科だとディベートは今やっていますけれども、昔は仮説実験授業とか、理科でもやってい

ましたけれども、あるいは発表方法、屋台村方式とか、いろいろなのがあるんです。 

 ということは何かというと、先生方が工夫しながらどうかなと、自分が創意工夫しなが

らやってきたものが、今言ったのは有名で全国版になりましたけれども、そういうふうに

なっていって、恐らく先生方が工夫しながらやって成長もしたんだと思うんですけれども、

余りスタンダードでできてしまうと、そういう能力が育たないのかなと。そこまで行く前

ですよという考え方もあると思うんですけれども、どの程度のどういうものなのかなとい

う、何かあったほうがいいのかもしれないし、事務局から言えば、かなり先生方によって

差があるんですよとか、学校によって差があるんですよとか、あるいは保護者が隣の学校

ではこうやっているけれども、うちの学校はやらないんですかとかいろいろあるので、そ

ういうことになるのかもしれないんですが、どの程度のことかなと。必ずしも反対とか何

とかじゃないんですけれども、どんなふうに考えていらっしゃるかなということなんです。

教科の場合、体育以外の場合、なかなか難しいところもあると思うんですけれども、どう

でしょうか。 

大島委員長 

 どうぞ、指導室長。 

指導室長 

 すべての内容を同じ方法で教えていこうということではなくて、実は、この発想は前の

ところにも書いてございますけれども、今回の区の学力調査を受けて、小学校５年生の、

特に算数で定着が悪いと。ここは、具体的に言うと割合の考え方が入ってくる。そうする

と、ここの指導をきちっとしなければいけない。それを丁寧にやっていくことで、つまず

きが尐なくなるんですが、実はこれは５年生だけの問題ではなくて、１年生の算数のこの

部分がつながりますよとか、算数の３年生の割り算のこの部分が実はつながっていくんで

すよということを見通して見ていく。 

 実は、学校の教員はどうしても、学年、そのクラスで指導していきますので、縦の一貫

性というんでしょうか、算数、数学は実はきちっとできてはいるんですけれども、そのつ
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ながりをより意識して、どこの学年でも、ここはきちっと押さえましょうということをや

っていくと、一つこの５年生での課題が解決できるんではないのかなと、そういう実は思

いがあって、こういうことを考えていこうということであります。実は算数、数学は一番

今わかりやすいかなというふうに思っています。 

飛鳥馬委員 

 私、矛盾したことを言うと、授業方法とかではなくて、いろいろな方法がやられている

ので、やっぱりやって力をつけてほしいなと、特に基礎的なものが多いんですけれども、

さっき言った百ます計算も、どこの学校もやってくれたらいいなと思ったり、読み聞かせ

とか読書指導とか、そういうのも、朝読書とかいろいろな取り組みがあるのでやってほし

いなという気持ちがあったり、最近テレビなんかを見ていると、辞書を徹底的に引くとい

う、小学生で一冊がもうすごい付せんだらけになるほど引いている、そういう実践もあれ

ば、ノートを徹底してとらせるんだと。ノートをとるなんて先生、昔の授業だよというん

じゃなくて、徹底してとらせると、そういう指導もあるので、中野区として何か私やって

もいいかなと思うところもあるんです、実は。徹底して何か。 

 ただ、そうするとさっき言ったのと矛盾するんです。形にはめるのかと。どこの学校に

も、そういうことをやらせるのを押しつけるのかと。その辺の非常にジレンマはあるんで

すけれども、何かいいものは一つか二つやってもいいのかなという思いもあるんです。 

大島委員長 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 何か、今のお話を聞いていますと、ミニマムスタンダードという名称が余りよろしくな

いのかなと。これだけ聞くと何か標準化してしまって、各教員の工夫が消えてしまうよう

な気がするんですが、指導室長の話だとそうではないと思うので、何かこれ、例えば日本

語でいうと重点指導要領とか、最近カタカナが多いんですけれども、要はつまずきやすい

ところを標準化して、初任の先生やちょっと苦手な先生のフラップをしようということな

ので、名前をかえれば割と飛鳥馬委員の言っていることと指導室長が言っていることとそ

んなに違わないので、そこの工夫と、あと、やっぱりもうちょっと説明を入れていただく

といいのかなと思います。 

大島委員長 

 何か私も、教員の先生も聞いたら大学のときには授業の中身の、１年生の算数をやるこ
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ととか、そういうことは特に教えられていなくて、教員になってから、いわば一から、授

業の内容を自分でつくっていくという話を伺ったので、やっぱり先生方に対する情報提供

みたいな意味で、こういうのもあるよとか、こういう工夫もあるよとかというのを、情報

提供を一貫してやるということが非常にレベルアップにもつながるんじゃないかと前から

思っていたりするんです。何かの形でそういうことができたらいいなと。ただ、マニュア

ル化して、お店の店員の応答集みたいなそういうのはよくないと思いますけれども、なか

なか難しいところです。 

飛鳥馬委員 

 私ばかり今回頑張って、学力の問題が出てきて言いたいことがいっぱいあって、あれで

すけれども、今の黒ぽちのもう一つ下の黒ぽちなんですけれども、「基礎的・基本的な内

容の定着を一層進めるために、各学校での放課後や夏季休業日を活用した補習の他に、土

曜日を活用した補習」「区として制度化するなど、積極的に充実を図っていく必要があ

る」という。制度化するなどだから、非常に含みがあると思うんですけれども、制度化す

るのか。 

 今、やっぱり思い出すと、一つは休業日とか土曜日とか放課後とかやるときに、制度化

したときにだれがどういうふうにするのかという問題があって、先生方の仕事なのか、区

で制度化したときにはどうするのかということがありますね。 

 そして、具体的に考えてみると、しばしばここでも話題になる例えば杉並の和田中みた

いに、別の組織がＰＴＡをつくって、塾の先生を呼んできてやるような方式がありますね。

ああいうのもありますよね。これはそこに入るのか入らないのか。区はそこまで踏み込む

のかどうかということがあります。 

 そうじゃなくて、そこはちょっと前の段階ですよ、今、区でやっているのは、地域のそ

ういうボランティアの人とか、あるいは大学生などが今来てやっていますよね、どこの学

校でもやられていると思うんですけれども、そういうものを指しているのかどうか。そう

すると、それは制度化になるのかどうか。あくまでも補習なので、カリキュラム以外のこ

とになってくるんだと思うんですけれども、補習にしても発展にしても、その辺のところ

がちょっと区として制度化するというところと、だれが指導するかということとカリキュ

ラムの関連とかというところは、その辺、ちょっとわからないところがあるんですが、ど

うでしょうか。 

大島委員長 
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 どうぞ。 

指導室長 

 放課後ですとか、夏期休業日の補習というのは、教育課程の中というか、勤務時間です

から教員が対応することは今もやっているわけです。それから、そこにボランティアとか

学生さんをお願いしてということは今も続けているわけですが、この制度化という言葉が

どうかということはありますけれども、例えば土曜日については、幾つかの区が既に土曜

スクールということで、教員が指導するということが始まっています。実はこれは都立学

校が随分前からやっています。原則土曜は休みなんですけれども、学校公開とかというこ

とにして、土曜日、原則もうすべて補習をやっているのが通常の形になっています。 

 教職員の勤務の問題については、長期休業日等に振りかえるということで対応している

ようでございますが、そんなことも時代の流れの中で考えていく必要があるのかなという

ことであります。すぐに毎週土曜日やりますよということは、もちろん毎週土曜日やって

しまうと今度は学校５日制のあれから外れてしまいますのでそれはできませんが、そんな

ことも考えていく必要があるのかなと。学習機会をふやしていくということでは、こんな

ことも考えられるかなと思っています。 

 委員ご指摘のように、幾つかの中学校は地域の方に入っていただいたりして定着してい

ますので、それも広げていきたいということもあります。 

飛鳥馬委員 

 参加する児童・生徒のほうは希望制ですか。全員来なさいということもできるんですか、

制度化すれば。どうでしょうか。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 できません。それは教育課程の中で、例えば今でも土曜日に運動会とかやっております、

それはもちろん来なければいけないわけですけれども、そういうことではないので、多く

の区はというか幾つかやっている区では申し込み制のような形です。 

 それから、先ほどお話しのように杉並の夜スペのような場合はお金も発生しますので、

それは全く申し込みということになります。 

大島委員長 

 どうぞ、山田委員。 
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山田委員 

 ４ページのグラフを掲げるということになりますと、やはり先ほど指導室長のほうから

も話があった算数の問題と、いわゆる理数科の問題ということが出てくるかと思うんです。

ですから、５ページ目の冒頭にある今後の理数教育を充実するというような書き方になっ

ていますけれども、もし可能であれば教科ごとに、例えば理科の場合にはかなり一生懸命

中野は取り組んでいたんですけれども、中学校のこの状況を踏まえると何とかしなければ

いけないということを具体的に書き込みしたほうがいいんじゃないかなと。実行プログラ

ムを兼ねるわけですから。 

 例えば、今後の学習指導要領の改編により、例えばこの間、有馬先生の授業を拝見させ

ていただいて、やっぱり実験というものが一つのキーワードで、学習指導要領にも取り上

げられていますけれども、そういった点とか、小中の教員の連携による充実とか、あとは

環境教育と理科教育との絡み、連携というような形で、尐しその辺を具体化して書いても

いいんじゃないかなと。せっかくこのグラフを掲げるのであれば、というふうなことを考

えました。というか気づきました。それが今のところなんですけれども。 

 もう一点は、一番最初に出てくる１ページ目の「特別な支援が必要な子どもの教育」と

いうところの下に実は日本語指導等が書いてあるので、これは場合によっては別建てにし

て一つの枠を設けてもいいんじゃないかなという気がします。先ほどご説明がありました

ように、後ろでは特別に分けているので、別にこの特別な支援の中に入れるということで

はなくて、別枠のほうがわかりやすいんじゃないかなという気がしました。 

大島委員長 

 そうですよね。ここは障害のある子どもの教育、今、現行ではなっているところを、そ

こに盛り込んだような書き方になっていますけれども、別の問題ですよね。 

山田委員 

 だから、５ページ目にあるように、日本語指導が必要な児童・生徒の支援の充実という

のを新しく枠をつくって、先ほど高木委員もおっしゃったように、今まさしく日本語の支

援が必要な子どもがふえているという実情があるわけですから、それを別枠にしたほうが

いいんではないか、そのほうがしっかりとした内容として充実できるんじゃないかなと思

います。 

 それから、５ページ目にある「特別支援教育の推進」のところで、丸ぽちの３つ目です

か、「関係機関との連携により」というような記載がありますけれども、まさしくこれは、
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やはり特別支援のことを考えると乳幼児期からの情報の共有といいますか、それが非常に

大切であって、個別の支援計画だと思うんです。やっぱり個別のということはキーワード

だと思うので、そういった内容を入れ込んでいただいたほうが、それが連携して卒業まで

の計画ということになってくると思うので、やっぱり個に対応したということがこれから

求められてくるので、そういった記載が必要ではないかなと思います。 

大島委員長 

 どうぞ、学校教育担当。 

副参事（学校教育担当） 

 委員がおっしゃるとおり、そういったような方向で検討していきたいと思います。 

大島委員長 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 今の５ページの特別支援教育のところなんですが、最初のところで「インクルージョン

を推進するとともに障害に応じた教育の場の確保も求められる」とあるんですが、インク

ルージョン教育というと一般的には障害を持った子どもはもちろんのこと、先ほども出た

ような外国人、日本語を母語としない子どもとか、いろいろな多様な子どもを通常教室で

一緒にやっていくというのがインクルージョン教育の理念なので、これと障害に応じた教

育の場の確保というのは両立しないと私は思うんです。 

 どっちがいいとかじゃなくて、中野区としてはインクルージョン教育を推進するのか、

それとも障害やいろいろなその特性に応じた教育の場の確保をしていくのか、これはどっ

ちかだと思いますので。 

 あと、その後のところで「教員の特別支援教育への理解は進んできているが」とあるん

ですが、私は進んでいないとは言いませんが、まだ不十分だと思うので、こう書いてしま

うとある程度いい状況にあるというふうに理解をしてしまうので、ここはちょっと私とし

ては賛成できない。まだまだ必要。やはりそこが進んできて、なおかつ適切な指導や支援

を受けることができるようなところをもっともっと確保していかないと、前にも言いまし

たが、特別支援教室ということで各学校内に通常教室のほかに場を設けると、結局そこに

囲ってしまうことになりますので、現状の例えば通級等でもなかなか十分な理解、技能を

持った教員の配置というのができていない状況ですから、これは反対はしないんですけれ

ども、ここは本当に気をつけてやらないと、かえってインクルージョンではなくて振り分
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けになってしまうので、十分に注意して進めていただきたいと思います。 

大島委員長 

 どうぞ、学校教育担当。 

副参事（学校教育担当） 

 ここでいうインクルージョンというのは恐らく初めて出した言葉ですので、まだちょっ

と全体としても確定した言葉ではありませんし、私どもとしてもどうとらえていくかとい

うのは、もう尐し検討したいと思います。 

 障害に応じた教育の場とインクルージョンは、どちらか二者択一ではないかというご指

摘もあろうかと思いますが、この19年の法令改正で特別支援教育が始まった趣旨の一つは

やはり、これまで別の場で、例えば固定学級で専門的に支援していたというところを、学

校全体として一人一人に応じて支援していくというところがあります。そういった意味で、

インクルージョンという考え方にもよりますけれども、もう尐しその辺は今後詰めていき

たいというふうに思っております。 

 それから、教員の特別支援教育への理解については、ご指摘のとおりまだまだ必要な面

がありますので、ちょっとその辺は工夫していきたいなというふうに思います。 

大島委員長 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 多分、インクルージョンをノーマライゼーションとかそういった単語と同じ感覚で入れ

たと思うんですが、そうであればやはり、インクルージョンというと、先ほど言ったよう

な通常学級を基盤にして、そこで全部対応していくという要素が強くなってしまうので、

ほかの言葉に言いかえて使ったほうがいいと思います。 

 あと、ついでに言うと、前半の「児童・生徒数の減尐にもかかわらず、特別支援学級に

在籍・通級している児童・生徒数は増加しており」、そのとおりだと思うんですが、これ

は一つは中野区が巡回指導等をやることによって、そういったことが顕在化しているとい

う部分もありますし、もともとの例えば発達障害がある子どもの割合というのは別にそん

なにふえているわけではないので、ここだけ読むと何か急にふえたような印象を与えるの

で、ここも前に同じようなことを山田委員も指摘されていると思うので、もうちょっと気

をつけて表現したほうがいいと思います。 

副参事（学校教育担当） 



－３３－ 

 それについては十分に、おっしゃるとおり、ふえているよという絶対数がどんどんふえ

ているというような印象も与えかねませんので、すみません、十分に注意して検討してい

きたいと思います。 

大島委員長 

 ちょっとすみません。話がちょっと戻ってしまうようで大変心苦しいんですが、ちょっ

と私の感想を申し上げさせていただくと、先ほど初めのほうで論議していたことなんです

けれども、例えば２ページの読む力、書く力を理解するとともに、言葉にならない表現と

いう、この一文がありましたけれども、私の思うところ、表現が、どうもここもそうだし、

その後の４ページの下から２行目の抽象的思考の育成においてはということで、最後に読

書活動の推進というこの部分もそうなんですけれども、何か違う要素のことを一緒に詰め

込んじゃっているという、それで非常にわかりにくくなっているというふうに私には思え

るんです。 

 それで、ごめんなさい、２ページ目の文章に戻るんですけれども、読む力、書く力をは

ぐくむということは、私、ともかく一番大事なんじゃないかなと今個人的には思っていま

して、というのは、正しい日本語を読んだり書いたり使ったり話したり、そういう力が非

常に落ちているんじゃないかと。自分自身も、なかなかすぐワープロに頼ったりして、書

かなくなったりというところもあるんですが、自分を省みてもすごく落ちているという。

若い人なんかは話し言葉も非常に乱れていると思えるので、教育の第一にやることといっ

たら、私はまずそれが来るんじゃないかと、日本人ですから日本語をちゃんと使うという

のは、まず第一に身につける力で、学問とか勉強ってそれから後に始まってくるんじゃな

いかと思っているので、先ほどの語彙のお話がありましたけれども、本当に私もそれ、身

にしみて感じて、自分は語彙が貧弱なものですから、非常に仕事上もいつも、あれはどう

いうふうに言ったらいいのかと苦労しているので、非常に語彙をふやすという、日本語を、

今本当に若者は語彙が尐なくなっているんじゃないかというふうに感じているので、それ

ぐらいなものですから、読む力、書く力、日本語を正しく使う力というのがまず第一に来

るべきじゃないかと個人的には思っています。 

 それと、この言葉にならない表現とかコミュニケーション能力というのは、大事なんだ

けれども別のことなんじゃないかというふうに思われまして、私には。先ほど、山田委員

がおっしゃられたような、五感を感じていろいろ相手の表情を見たりとか、特に自分の言

いたいことばかり言うのではなく、聞き上手ということがありますけれども、相手が言い
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たいこともしっかり聞くと、そういう、相手の立場も思いやり、そして、相手の言ったこ

とも聞いて、対人関係を築くコミュニケーション能力というのはすごく大事なことで、こ

れまたなかなかちょっと今の子どもなんかは苦手な子も多いんじゃないかと思われている

ので、そういう、これ半分道徳のほうにも入ってくるようなことかと思うんですけれども、

対人関係とコミュニケーション能力というのは、そういうことも大事だと思うんですけれ

ども、ですから、そういうことを何か一緒くたの文にすると非常にわかりにくい、目標と

したいことは別々にしたほうがいいんじゃないかというふうに思った次第です。 

 ディベートも、何かそういうコミュニケーション能力の一例として、ちょっと今お話に

出たような気がするんですけれども、私の理解ではディベートというのは論理的に言葉に

よる戦い、論理的な戦いですので、むしろこれは言葉を使わない、相手を思いやるとか、

表情を読むとか、顔色を読んでとか、そういうのとはまた全然違う概念じゃないかと思い

まして、今、日本人というのは、言葉で表現しないで以心伝心というのは昔からあったと

言いますけれども、やっぱり国際的に出ていったりする中では言葉をきちんと使って自分

の言いたいことを論理的にしゃべれるということも必要となってきていますので、そうい

う訓練としてディベートってすごくいいと思うんです。そういう意味で、大いにやってい

ってもらいたいと思うんですけれども、さっき言ったその思いやりとか、顔色を読むとか

という、そういう対人関係的な思いやりを養ったりすることは、また別の観点からやるこ

とじゃないかなというふうに感じました。 

 それと、もう一つの４ページの下から２行目ですけれども、これも読む力、書く力を養

うということと、それから、コミュニケーション能力の向上というのは、これまた今言っ

たようにちょっと違うことであって、それから読書活動、読書は非常に言うまでもなく大

事なことなんですけれども、一緒くたにすることではなく、また読書の効能といいますか、

ねらいとか別にあると思うので、何かいろいろなことを一つの文章にしてしまうと、もう

ちょっと表現を工夫していただけたらと思います。 

 どうぞ、高木委員。その後で指導室長にお願いいたします。 

高木委員 

 今、委員長がおっしゃったように例えば５ページのところで、習得した知識、基礎的知

識、技能を活用した生きた学力といったら、多分、これは習得のことを言っているんで、

文脈的に言うと活用になってくると思うんです。ですから、本来は問題解決能力ですとか

課題発見能力、そういう言い方がちょっと小学校教育だと難しいかもしれませんが、そう



－３５－ 

いったことがあるべきだと思うんです。そうじゃなくて、理数教育とか、コンクールやデ

ィベートというとちょっとやっぱり違和感があります。だから、個々に言っていることは

委員長がおっしゃるように賛同しますし正しいんですけれども、やっぱり一つの文脈でい

ろいろなことを言おうとして、ちょっと見えにくくなっているのかなと私も思います。 

大島委員長 

 どうぞ、指導室長。 

指導室長 

 おっしゃるとおりだと思います。読むとか書くということが、まずすべての学習の基礎

でありコミュニケーションの基礎であると、いわゆる本当の基礎の部分と、それから読む

とか書くとか話すとかというそのコミュニケーションとしての読む、書く、話すがちょっ

とごちゃごちゃになっているというところがあるんだと思います。その辺、ちょっとまた

整理をさせていただきたいと思います。 

大島委員長 

 お願いいたします。 

 ほかのところではよろしいでしょうか。 

 それとすみません、私ばっかりしゃべってしまって大変申しわけないんですけれども、

土曜補習も含めて、放課後とか夏期休業での補習ということを中野区としてもっと推進し

ていくのかどうかということは、これまでいろいろ私たちの間でも話題にはしていました

けれども、では、それについてきちんと結論を出そうとかというような、そういうふうに

詰めた話には今のところなっていないんですけれども、やるやらないは別にして、やっぱ

りどうするのか、もうちょっとそろそろ追究した形で検討する必要があるんじゃないかな

と、そこまで来ているんじゃないかなというふうに個人的には思っているんですけれども。

他区ではやっている例もあり、しかし、いろいろ教員の方の人員配置をしていいのかどう

かとかそういう面の、労働問題という面もあり、やったほうがいいと思っているというこ

とでもないんですけれども、でも、学力が中野区は伸びている面があるとはいえ、今言っ

たように通過率が達していないというのが多いということを考えますと、区としてももっ

と足りないところの学力をきちんとつけるための方策をやらないと、中野区って何もやっ

ていないのというふうに思われているかもしれないと思いますので、何か強力な手は打て

ないかと思ったり、どうしたらいいかというところなんですけれども、そういうところで

ちょっと検討したらいい、必要があるのかなと思っております。 
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 どうぞ。 

指導室長 

 おっしゃるとおりでありまして、学力については調査の結果伸びてはきているんですけ

れども、データをお示ししていますけれども、家庭学習は短い、時間が都から比べても短

いということが、これは何をあらわしているかということだと思うんですけれども、やは

り、学習、家庭学習の習慣をもっとつけていかなければいけないと。そういうことがまず

今、保護者とか地域のご協力も得ながらやっていかなければいけないことだなと思ってい

ます。そのきっかけをつくっていくのが学校教育でありますし、一つ、補習というのも、

土曜日も含めたそういうことも、それにつながるものなんじゃないかなと思っています。 

大島委員長 

 ほかにございますでしょうか。 

 どうぞ、飛鳥馬委員。 

飛鳥馬委員 

 今、室長が言われたことは、５ページのところに１日に学校の時間以外に１時間以下の

勉強、家庭学習を１時間以下しかしていないというのが、中野区と東京都の比較がありま

すね。３分の１いるわけですよね、１時間以下の子が。だから、やっぱり学力を上げると

いったときに全体とか平均とかあるんだろうけれども、やっぱり、この辺のところを何と

か手を打たないとなかなか上がってこないだろうし、補習をやりますよといっても、割と

サボりがちで残らない、手を挙げない、遊びに行ってしまったほうがいいという、そうい

う子も多分多いだろうと思うんです。補修が必要のない子のほうが手を挙げて来る子がい

たりするので、その辺だから、難しいところがありますよね。制度化すると、さっきの制

度化にかかわってくるんですけれども、だから、その辺のところがうまくいくと学力も上

がってくるのかなと思うんですけれども。 

 というのは、２つ理由があるんですけれども、一つはやっぱりこういう子はしっかり学

力をつけてあげないとかわいそうですよね。高校に行くにしても、小中、大学は行かない

にしても、やっぱりちゃんと仕事をする意味でもきちっと基礎的な学力をつけさせてやら

ないと気の毒というのはかわいそう。それはまた公教育の仕事でもあると思うので、これ

は大事にしなければいけないことだというふうに一点思います。 

 もう一点はやっぱり、こういう子は基礎学力なんだけれども、意欲なんだと思うんです。

家庭でやらないということは意欲がちょっと不足しているので、いかに意欲をつけさせて



－３７－ 

あげるかということなんだろうと思うんです。自主的にやるようになれば、放っておいた

ってできるようになると思うんですけれども、そこへ行くまでが非常に大変なことなので、

今のこの家庭学習のことではいろいろ手法があるかなと思うんですけれども、そういうふ

うに思っています。 

 以上です。 

大島委員長 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 私も、先ほどお話しした確かな学力というのは、学ぶ意欲ですとか、あと自分で課題を

見つけみずから学ぶ、問題解決能力だけじゃなくて、最近はやっぱり課題発見力も重点を

置いていますので、そういった視点をもうちょっと出していくと、非常に、もちろん、こ

れは文科省が言っていることではありますけれども、これをでは中野区なりにどうしてい

くのかという視点が入ってくると、ぐぐっとよくなってくるかなと思います。賛成です。 

大島委員長 

 どうぞ、教育長職務代理。 

教育長職務代理 

 今、行政としてというか学校として、土曜日を取り組んでいく必要もあるというような

ことも大事だと思いますし、今の後段のお話だと家庭学習の習慣化ということも非常に大

事だと思っているんですけれども、そのためには親御さんがどういうふうに取り組んでい

けるかという親の支援みたいなこともとても大事だというふうに思っているんです。 

 いろいろな方のご意見を聞くと、学校でどういうことを子どもたちが学んでくるか状況

がわからないとか、どういうふうに教えて習慣化していいかわからないと悩んでいる親御

さんもおられたりというようなことも聞いていますので、そういうことも大事かなという

ふうにも思っています。 

大島委員長 

 それで、ここのところは一番重要な問題でもございまして、まだまだ議論も全然尽くさ

れていないんじゃないか、皆さんまだおっしゃいたい意見もあるかと思うんです。 

 それで、ほかの時間の関係もありますので、これはまた次回にでも、また続きをやると

いうことにいたしたいと思いますので、きょうはちょっとほかの協議事項もございますの

で、これは一応、きょうはここまでということにいたします。 
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 それで、次に協議事項の２番目に移りたいと思います。協議事項の２番目「図書館の新

しいあり方（案）について」の協議をしたいと思いますので、ご説明をお願いいたします。 

 どうぞ。 

中央図書館長 

 それでは、図書館の新しいあり方（案）につきまして、ご協議をお願いいたしたいと思

います。 

 ７月に公表いたしました図書館の新しいあり方（案）につきまして、その後に意見交換

会あるいは区民の方からの意見募集等を行いまして、その結果に基づきまして事務局とし

て必要な部分、一部修正の案をつくりましたので、そのご報告と協議をお願い申し上げた

いと思います。 

 まず、この案に対する意見交換会等の実施結果ですが、資料１をごらんいただきたいと

思います。まず意見交換会ですが、８月22日に行いました。当日、10名の方に参加をいた

だきまして、なお、当日は新しいあり方（案）のほかに、同時進行しております区の10カ

年計画、これの素案が既に発表になってございましたので、そのうちの図書館部分にかか

わる部分も含めて10カ年計画（素案）の意見交換会も含める形で行いました。それから、

文書等によりまして、区民の方からの意見の募集をいたしましたところ、延べで９件の意

見を寄せられてございます。これは７月24日、ちょうどこの日に、この案について当委員

会でご協議いただきましたけれども、その当日から８月末まで募集をいたしました。 

 まず、意見交換会でいろいろ出された意見、１ページから３ページまでございます。主

なものをちょっとご紹介申し上げたいと思います。 

 まず、（１）「新たな管理運営体制について」ということで、これにつきましては将来

的に指定管理者制度を導入するということについてでございますけれども、この管理運営

体制につきましては指定管理者について集中的にご意見が出されました。意見の１番目と

２番目は、指定管理者制度導入に伴います図書館の専門性の確保と、司書の割合を一定レ

ベル、きちんと維持してほしいということと、指定管理者制度によりまして専門性の確保

が難しくなるんではないかといったような意見でございました。当然、これにつきまして

は、右側の教育委員会の回答・見解等のところで示してございますとおり、一定のレベル、

水準は維持していくというようなこと、それからまた、指定管理者による制度の導入のほ

うが逆にまた優秀な人材といいますか、専門性を持った人材の確保が図れるという側面が

あるということについてご説明をしてございます。 
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 それから、１件質問の、３番目、４番目ですが、これは指定管理者制度に伴いますコス

トやメリットに係る質問をいただいてございます。指定管理者制度の導入は、この回答・

見解のところにもございますとおり、単にコストを下げるということだけを目的とするも

のではなく、最尐の経費で最大の効果を上げ、サービス向上を図っていくための一つの有

効な手段であるというふうに考えているということ。また、この指定管理者制度につきま

しては、事業者によりますマネジメントが可能になり、さまざまなサービス向上につなが

るという、そういったメリットを有するということで、ご説明してございます。 

 次に、２ページのほうをごらんいただきたいと思います。５番目の質問はやはり指定管

理者制度の導入ですが、これはそもそも図書館にはそぐわないのではないかという意見で

ございました。指定管理者による運営のもとで、いろいろ新しい案について示されている

図書館の理念、そういったことがしっかりと継承されていかないのではないかという、そ

ういう不安の意見でございました。これにつきましては、指定管理者の選定に当たっては

当然、その図書館の目指す理念、これを理解した相手と協定を結ぶということ、また、一

定期間の後に検証等を行いながらやっていくということでございます。 

 それから、その下の（２）「今後の取り組みについて」ということで、これは、この新

しいあり方（案）の中で示されてございます今後の図書館の個性、特色づくり、それから

学校図書館の地域開放、それから地域センター等を活用したどこでも図書館の構想、それ

からまた地域図書館の整備といったようなことについて、幾つか意見が出されました。 

 まず１番目は図書館の個性づくりということであります。地域図書館の個性づくりのメ

リットは何なのかと。専門に特化した図書館であっても、遠くの図書館まで行って利用す

るだろうかというご質問をいただきまして、これにつきましては、地域図書館の個性づく

りはあくまでも基本図書をそろえた上で、それに加えて各館ごとに個性、専門性を持った

図書を一定規模整備するものであって、特定の専門図書だけをそろえるものじゃないとい

うことで、誤解が生じないような形でご説明申し上げました。 

 それから、２番目は、これは学校図書館の地域開放についてであります。内容等につい

て、幾つか説明をしてございます。学校再編やキッズプラザの整備にあわせて導入してい

くということ、もちろん、学校図書館でございますので学校の利用が第一でございますか

ら、それに加えての利用ということで、放課後や休日などの利用が中心になるということ、

それからまた、学校図書館を開放した場合については、何らかの図書館から職員を派遣す

るなり、あるいは地域のボランティアの方々との協力を得ながら運営をしていきたいとい
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うふうなことでご説明申し上げました。 

 それから、次に３ページのところをごらんいただきたいと思うんですが、この５番と６

番の質問というのは、地域センター等を活用いたしましたどこでも図書館構想についての

ご意見、質問ということでございました。 

 特に地域センターを貸し出しのサービスポイントというふうに想定してございますが、

そこに特に司書を配置するということまでは考えていないということ、それからまた、今

後そういった業務については、これから地域センターが地域活動センターという形で発展

してまいりますけれども、その中で一定の業務を行っていただくということを考えている

ということでご説明申し上げました。 

 それから、その次の８番目は地域図書館についてであります。地域図書館につきまして

は、今回のこのあり方（案）とあわせて10カ年計画でも示してございますが、その中では

まだ具体的な形での整備計画というものは入ってございませんけれども、見直し等充実を

図っていくということで表現されてございまして、今後も引き続きこの地域図書館の整備

については検討していきたいということでお話し申し上げました。 

 それから、４ページ以降は文書等によりまして寄せられた意見というものでございます。 

 最初は、今後の取り組みということで、１番目は多くの区民に親しまれ、利用される地

域図書館になるために、イベントとか地域団体等への働きかけが必要じゃないかというこ

とでございまして、当然、そういったことについては今後もさらに積極的な取り組みをし

ていくというふうに考えております。 

 それから、２番目は視聴覚資料について計画的な所蔵を図るべきではないのかという意

見でございます。これについては、現在は音楽ＣＤなどの娯楽用のものについては、レン

タルショップ等々民間等によるサービスが充実していることや、厳しい財政状況のもとで

まずは図書の資料の充実を図るということを優先的に取り組んでいるということで、当分

の間、この視聴覚資料については、収集については、尐し休止の状態でやむを得ないとい

うことで考えております。 

 それから、５ページですけれども、３番目はどこでも図書館の案ですが、そうなったと

きには図書館はただの貸し本屋の批判を招きかねないという意見でございます。 

 ４番目については、これは地域図書館ですけれども、老朽化も激しく利便性の悪い現在

の地域図書館を考えると、図書館の新設についても考えていくべきであるというご意見で

ございます。 
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 ５番目は、学校図書館の地域開放についてでございますが、本来の学校教育の情報拠点

としての機能を考えたときには、いろいろ開放するということについては問題が多いので

はないかという意見でございます。 

 これらの意見につきましては、先ほどの意見交換会の回答の中でも示してございますと

おり、同様の見解をこの中に記載させていただいてございます。 

 次に、６ページ、７ページでございますが、これも同様、文書等によります区民からの

意見でございます。新たな管理運営体制、いずれも指定管理者制度の導入に係るご意見で

ございます。 

 １番目は、指定管理者制度の導入については、説明不足であると。同時に、安易な移行

には反対すると、さらなる図書館サービスの向上、管理運営の簡素効率化だけしかねらい

が説明されていないと。もともとこの指定管理者制度ですけれども、利潤が前提の民間運

営会社では、公共図書館にはなじみにくいといった意見でございます。 

 それから、２番目も、指定管理者制度の導入には反対であるということで、指定管理者

では仕事の継続性がなくなり、図書館の将来が危ういものになってしまうと。指定管理者

はもとより、図書館の委託が、今問題になっているワーキングプアをつくり出すものじゃ

ないかといった意見でございます。 

 それから、３番目は、これは国会での大臣答弁なども引用されまして、図書館への指定

管理者制度はなじまないという意見でございます。 

 ４番目は、図書館を指定管理者制度にすることにやはり不安があると。特に司書資格を

持っている人の就職先としての指定管理者というのは、本来の司書のあり方としてはねじ

れているといったご意見でございました。 

 それぞれ、同趣旨の意見、指定管理者制度の導入に対する懐疑のご意見でございますが、

回答につきましてはいずれも同様の内容でございまして、６ページの上段のほうにまとめ

てございます。いずれも、前に意見交換会の中で回答してある内容と同様でございます。 

 これら区民の方々との意見交換や寄せられた意見をもとに、さらに新しい図書館のあり

方（案）の内容につきまして検討いたしまして、もう一枚、資料２にございますとおり、

一部修正を行ってございます。資料２のほうをごらんいただきたいと思います。 

 意見交換会や寄せられた意見の中では、指定管理者制度の導入について多くございまし

た。さきに示しました案の中では、この指定管理者制度に関しまして、尐しあいまいなと

いいますか、導入に向けて不安を招きかねないような表現といいますか、そうとられる部
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分がございますので、その部分について、この文中のラインで消してある部分ですけれど

も、ここを削除いたしまして、意見交換会の中でも回答いたしましたとおり、中野区が目

指す図書館の理念の理解、それから専門性の確保、指定期間ごとの検証といったようなこ

とにつきまして、これは文中のゴシックの部分ですが、指定管理者制度導入に係ります不

安といいますかあいまいさを解消するといったようなことでの表現に修正をしてございま

す。それ以外のところにつきましては原案のとおりということで、全文につきましてはお

手元に配付のとおりでございます。 

 なお、今後のこの、あり方（案）の扱いについてでございますけれども、このあり方

（案）そのものにつきましては、これは計画という性格のものではございません。今後、

策定いたします区の10カ年計画、あるいは教育ビジョン改定に反映するための、教育委員

会としての基本的な方向性あるいは考え方を示すものということで、本日協議をいただき

ますけれども、その協議を踏まえまして、これにつきましては教育長職務代理ということ

になりますけれども、決定を経た上で（案）をとって新しい図書館のあり方ということで、

今後の計画の中に反映する基本的な考え方ということで位置づけてまいりたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

大島委員長 

 そうしますと、我々ここで協議をする対象としては、今おっしゃった基本的なあり方に

ついての図書館像というような、目指す方向というようなことだというお話ですが、例え

ば課題解決支援型図書館ということをやるのかどうかとか、ネットワーク型図書館をやる

のかどうか、あるいはどこでも図書館という構想を進めるのかどうか、それから指定管理

者制度を導入するという方向にするのかどうか、そういうようなところを決めると、こう

いうことになるんでしょうか。 

 どうぞ。 

中央図書館長 

 基本的には、具体的な計画としては先ほど申しましたとおり区の10カ年計画、それから

これから検討、策定していきます教育ビジョン、その中に一つずつ計画として落とし込ん

でいくわけでございますので、その策定に向けて教育委員会としての基本的な考え方を整

理するということでございます。 

 ですから、ここの考え方に基づいて、もう既に10カ年計画のほうはかなり同時進行的に
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は進んでおりますけれども、素案の中でこれに基づいて計画のほうが示されてございます

けれども、そういった形でこのあり方のほう、整理を図って位置づけるというふうに考え

ております。 

大島委員長 

 ということは、例えば指定管理者制度、教育委員会でこれはやめるとか、そういうこと

はここで決めるものではなく、もう既に今言った中野区の10カ年計画とか教育ビジョンの

中で決まっているという前提で、ということの理解でよろしいんでしょうか。 

 どうぞ、教育長職務代理。 

教育長職務代理 

 これは７月というか、今までもこの中で議論していただいていました考え方を最終的に

ここにまとめてきたもので、指定管理者制度もそうですし、課題解決型図書館の具体的な

取り組みについては、その都度その都度、議案あるいは協議という形でお諮りさせていた

だきたいと思いますし、また予算の中に反映するものもあるかというふうに思っています。 

大島委員長 

 ということは、まだ既定の決まった方針ではないということになるんでしょうか。 

 どうぞ。 

教育長職務代理 

 基本的にこれで教育委員会としては決定していきたいと思っていますので、方針という

意味では方針です。ただ、基本計画ということであれば教育ビジョンでありますし、そう

いう中に盛り込む考え方ということで、方針ということでご理解いただければと思います。 

大島委員長 

 一番わかりやすいものとしては、このあり方（案）の資料１の大きい判のページありま

すけれども、ここに図がありますけれども、一言でといいますか簡略にまとめられている

ものとしては、この資料１におさまっていると、そういうことでございますね。 

 今の説明につきまして、各委員の先生方、ご質問あるいはご意見ございましたら、お願

いいたします。 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 まず、地域開放型学校図書館の件ですが、私も以前ちょっと質問しましたが、同じよう

なことが結局、意見交換会で出てきていると思うんです。その地域開放型図書館と聞くと、
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やっぱり今の学校図書館の機能を、何か地域開放型にかえて広く運用に供するようなイメ

ージを与えてしまうので、そうすると何か無理があるんじゃないんですかと出てきてしま

うと思うんです。私も、先般の説明ですと、そうじゃなくて、せっかくあるんだから活用

しましょうということなので、例えば地域開放型学校図書館の整備ではなくて、学校図書

館の地域開放推進とかという表題にすると全部丸くおさまってしまうのかなと思うので、

そうすると、せっかくあるんだから使えるようになるんだなと。これが地域開放型図書館

と言われてしまうと、全然違うものを新しくつくっていくと軋轢があるんじゃないかなと

いうのがあるので、その表題、テーマを今から変えるというのは難しいのかもしれません

けれども、ちょっと検討したらいかがかなと思います。 

 あと、同じ質問の中で、インターネットサービスについて、高齢者にもわかりやすいよ

うに、これはそのとおりなんですが、例示されている本の概要を見られるようにするとい

うのは、実は結構技術的にはお金がかかりますので、何かインターネットとかパソコンと

かコンピューターというと、ちょっとすぐ簡単に便利になるように思えるんですが、実際

はお金がかかりますから、工夫を図っていきますと言うと、何かやってくれるかなという

イメージになってしまうんですけれども、多分、難しいと思うんです。そこは、もうちょ

っときちっとした回答をしないとよろしくないのかなと思います。 

 あともう一点、視聴覚資料についてですけれども、実は私ども国際短大の資料でも、英

語コミュニケーション学科の学生の自習用に英語の映画だけはＤＶＤを入れているんです

が、ほかはなるべく入れていないんです。今後、既に中野ケーブルテレビでもオンデマン

ドでいろいろな配信をやっていますので、こちらの方の言っている意見はわかるんですが、

回答にも書いてありますけれども、民間でどんどんウエブ上等で、そのオンデマンドでい

ろいろな映像資料や音声資料は扱えるようになってきていますので、実際今の若い人はＣ

Ｄ使わないですよね。全部、デジタルデータで自分のところにダウンロードして使ってい

くので、そうすると、だんだん情報が、形がない情報になってくるので、そこら辺の説明

というのも尐し入れていくとわかりやすいのかなと思います。 

 意見としては以上です。 

大島委員長 

 どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長 

 確かに、まず第１点目の地域開放型というのは、委員のおっしゃるとおり、そういう表
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現をすると誤解がある部分はあるかなとは思います。 

 ただ、体育館などが、一般的に地域開放型学校体育館という形で、イメージとしてはも

ちろん学校が主体になって使うもの、その余力を地域の方にも開放して、その際、体育館

なんかも地域に開放するときにはプラスアルファの要素というのは入れます。地域開放に

合うように。図書館の場合も、ちょっとこの説明文のところに書いてありますけれども、

主として恐らくご利用なさるのは乳幼児親子などが大体対象だろうということであれば、

その辺の部分、若干そういった主対象と想定している方々へのプラスアルファとしての要

素も加えるということで、ネーミングとして地域開放型学校図書館というふうに。ただ、

委員のおっしゃったような形で説明する機会とか区民の方々へのお知らせのときには、で

きるだけわかりやすい表現を使っていきたいと思います。 

 それから、本の概要なんですけれども、実は今、図書館のホームページをごらんになり

ますと、短い紹介は出ているんです。本の帯プラスアルファ程度の部分ですけれども、そ

の本はどういう内容、構成になっているのか、ストーリーはどういうものなのか、アバウ

トな紹介は、今ほとんどの図書についてございまして、大体、例えばインターネットで図

書の予約をする場合、検索をして目的の書籍をまず選んで、大体そこで内容を把握してか

らお申し込みなさる方が多いと思います。そういう意味では、既に、どこまでこの意見を

おっしゃった方が細かい本の概要を見たいのかというのはありますけれども、通常の帯プ

ラスアルファ部分の概要については、現在のホームページの検索機能の中には入ってはご

ざいます。 

 それから、視聴覚なんですけれども、これは委員のお話しになったように、いろいろな

形でこれから配信といいますか、いろいろな形が出てくると思っております。それがまた、

主流になってくるんだろうというふうに思っております。 

 ただ、これは難しいのが、著作権法とのかかわりがございまして、今回ようやく障害の

ある方に対しては公共図書館のほうでもある程度の編集を行って、もう既に配信されてい

るものからダウンロードしながら、若干のそのできるんですけれども、まだかなり著作権

法上の縛りが大きいもので、今後いろいろ状況なんか見ながら、どこまでできるのか、そ

の辺のところもちょっと研究はしていきたいなというふうには思っております。 

大島委員長 

 ほかに、いかがでしょうか。 

 どうぞ、山田委員。 
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山田委員 

 区民からの意見の大きなところでは、指定管理者の導入のところがあるかと思うんです

けれども、教育委員会では、ほかの部署といいますか、ＺＥＲＯホールとか中体で指定管

理者制度を入れているわけですよね。そのときの費用対効果がどのぐらいあったかという

検証がきちんとされていれば、先ほどのご説明があった、コストを下げるだけの目的では

なく、最尐の経費で最大の効果ということを言っているわけですから、その辺をしっかり

言わないと、言葉だけではやっぱり皆さん不安だと思うんです。果たして長期的なことで、

本当にできるのかというところを非常に問われているので、指定管理者ありきではなくて、

今指定管理をしたときに、今までの経験上こうだったんですよというデータをしっかり出

すことが必要で、果たして最大の効果を上げる、例えば開館の時間が延長できるとか、開

館日の拡大がそうしたらできるようになるのかどうかというところをきちんとうたわない

と、指定管理者にする意味がないんではないかというふうなことに対してのきちんとした

反論ができないんじゃないかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

大島委員長 

 どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長 

 全くそのとおりだと思います。指定管理者制度を導入するに当たっては、その制度を導

入することによって、これだけ目に見えるメリットが提供できるんだと、やはりそれが前

提でありますので、委員がおっしゃったとおり、もう既に文化スポーツ施設は中野区の場

合、指定管理者制度を導入してございますし、具体的な数値、それが基本になると思いま

すし、また、図書館につきましても、現在23区中９区で既に導入が部分的に図られてござ

います。そういった他区の既に先行しているところなども、同じ図書館としてどういった

効果が果たしてあったのか、その辺のところは具体的なものとしてお示しして、その中で

こういうメリットがあるんだというような形で説明していくことは非常に大切だと思って

おりますので、今、委員からお話しのところをしっかりと踏まえながら、まだ時間的にも

う尐し先に行っての話でございますけれども、指定管理者に向けた研究のほう、しっかり

とやっていきたいと思います。 

大島委員長 

 ほかにはございますでしょうか。 

 私の感想ですけれども、どこでも図書館に対する疑問の声なども寄せられているという
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こともあるようですけれども、地域センターでの貸し出し、返却、職員への負担が過剰に

ならないかとか、課題もあるかとは思いますけれども、いろいろな課題もクリアしながら

ですけれども、方向としては区民サービスを拡充することになるという意味ではいい方向

じゃないかとは思っております。特に宅配サービス、有料にしても、高齢になってきてな

かなか図書館まであるいは地域センターまで行くのも大変だという方も多くなるのではな

いかと思うんですけれども、自宅で受け取れると、本が読めるというのは大変いいサービ

スではないかなと個人的には思ったりいたしました。 

 ほかにご意見等よろしいでしょうか。 

 では、今の協議内容も踏まえまして、事務局のほうで、新しいあり方については「新し

い中野をつくる10か年計画」あるいは教育ビジョン等の改正にも反映していただくように、

また協議を進めてください。 

 以上で本日予定した議事は終了いたしました。 

 これをもちまして、教育委員会第33回定例会を閉じます。 

午後１２時１０分閉会 


